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論文内容の要旨
本論文は， クビライが，大元ウルス(元朝)という国家の建設を目指すにあたって，チベット仏教僧パクパの能力
と知識を最大限活用しようとした側面を明らかにしようとするものである。本文は，序文，第 1 部( 3 章)，第 2 部
( 2 章)，結語からなり，枚数は， 507枚 (400字詰め換算)である。
序文では，モンゴル時代の「チベット」に関わる研究が，チベット史・仏教史の二つの方向から進められてきたこ
とを示し，それぞれについての研究史整理を行なうとともに，本論文の研究方法，視点，課題を設定する。




第 1 部第 2 章では， 1250年代に，前後 3 回にわたって行なわれた史上名高い「道仏論争」について論じる。まず，
皇帝モンケによって関かれた前 2 回の論争に関わる史料を，従来唯一の拠り所とされてきた「至元嬬偽録J (漢文)




の発令文(令旨)などによって再検討する o そして， この論争が単なる宗教論争ではなく， クビライが，ユーラシア
全域にまたがるモンゴル帝国の皇帝モンケによって委ねられた中国方面における施政方針を示す一大セレモニーとし
て行なわれたことを明らかにした。
第 1 部第 3 章では，少林寺聖旨碑に刻まれた 2 通のクピライの発令文(聖旨)を手がかりにして， クビライ登位
(1 260年)後の仏教界の構造について論じる o 1261年の聖旨は，曹洞宗の教団長らに対して，パクパのもとに華北の
仏僧を管轄するよう命じ，一方， 1268年の聖旨は，曹洞宗の大寺少林寺の住持に対して，やはりパクパのもとに河南
地区の仏僧を管轄するよう命じている。また別に， 1269年に曹洞宗の高僧がパクパの命令によって霊巌寺の住持となっ








節移動していた姿を浮かび上がらせた。つぎに，大都を発令地とする法旨のなかに， チベット文でMe tog ra ba'i 
sde chen po (花園大寺)，漢文で「大護国仁王寺」と具体的に記されているものがあることに着目する。そしてそれ
ぞれについて，チベット年代記および漢文文献の関連史料を検討し，それが同ーの寺院を指した呼称であったことを
明らかにした。すなわち，皇帝とともに両都聞を往来した帝師は，大都ではチベット語で、Me tog ra ba'i sde chen 
poと呼ばれた大護国仁王寺を居所としていたのである。さらには， この寺院が， 1270年すなわちノマクパの帝師就任
の年に， クビライによって建立されたチベット仏教様式の寺院であったことを明らかにした。

















































第 4 の成果は， これまで全く不明とされてきた大都における歴代帝師の活動拠点が大護国仁王寺であったこと，そ
して帝師が皇帝とともに季節移動していることを明らかにしたことであるo そしてそこからさらに，大護国仁王寺と
宣政院との間の「チベット=コネクション」とでもいうべき極めて密接な関係をえぐり出した。このことによって，
花園大寺と大護国仁王寺が同一の寺院を指した呼称であったとする結論を揺るぎないものにした。従来，大都の神御
殿寺を含む勅建寺院の存在は，元朝皇帝の崇仏の象徴のーっとされ，大護国仁王寺も単にそのひとつの事例とされて
きたにすぎなかったが， ここに大護国仁王寺が他よりぬきんでた重要な位置を占め，大都をチベット密教独特の雰囲
気に包み込み， クビライを真に世界の帝王として人々の目に焼き付ける様々のパフォーマンスの中心にあったことを
明らかにした。
本論文は， クビライとパクパの実績を，幾多の先行研究を着実に踏まえたうえで，それをモンゴル時代史全体の脈
絡の中でとらえ直そうとした意欲的な業績であり，本審査委員会は，本論文が博士(文学)の学位にふさわしいもの
と認定する。
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